
デ ジ タ ル 時 代 の ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン の た め の
A I ・ デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の 活 ⽤ リ テ ラ シ ー を
⾝ に つ け る た め の 検 定

G検定（ジェネラリスト検定）

V e r . 2 0 2 2 . 7

次回「G検定20 2 2 # 3」は、2 0 2 2年 1 1月 4日・5日の2日間開催！
（受験申込は 2 0 2 2 年 8 月 1 日より受付開始！ 1 0 月 2 7 日（木） 2 3 : 5 9 まで）

G 検 定 で 、 D X 時 代 の リ ス キ リ ン グ の 第 ⼀ 歩 を
“ 最 新 学 習 歴 の 更 新 を 始 め よ う ”



ディープラーニングの基礎知識を有し、適切な活⽤⽅針を決定して、
事業活⽤する能⼒や知識を有しているかを検定する。

G検定 とは？

1

G 検 定 紹 介 動 画
公 開 中 ！



DX
DXが進むこのデジタル社会のビジネスにおいて、G検定の内容は
ビジネスパーソン必携のデータ活⽤リテラシーに。

時代におけるG検定

“ デ ー タ 活 ⽤ ” に お け る 急 速 な 進 化
デ ジ タ ル ⾰ 命 → A I ⾰ 命 の 時 代 に

A I ・ デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の 技 術 進 歩 に よ り
“ デ ー タ 化 で き る も の ” は 増 え 、 “ デ ー タ 分 析 ” の 常 識 が 変 わ っ た

“何がデータ化できて”、課題解決のために“A Iでどんなアプローチが可能か”
これを理解する“⽬ ”と “⼿ ”を備えていることが重要になっています
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経済産業省がオブザーバーを務める

デジタルリテラシー協議会は、

全てのビジネスパーソンが持つべき

デジタルリテラシー（Di-Lite）のうち、

AI・ディープラーニング領域に関しては

G検定の受験を推奨しています。

DX 時代におけるG検定

すべてのビジネスパーソンが学ぶべきデジタルリテラシー

習得のための試験としても設定、推奨されています。



https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NXR/21/jdla0430/

AI（⼈⼯知能）をインフラにして、
⼯場の在り⽅をガラリと変える

天井にカメラを設置。
AI活⽤で実現した
⾃社開発の無⼈搬送機

50ミクロンほどの傷を
⾒分けるAI検査装置

2018年1月、すべては変わった。

「時代の大きなうねりは変えられない。

自分たちが変わらなければ。」

[ D X に ⾒ る A I ・ デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ 活 ⽤ 事 例 ]
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https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NXR/21/jdla0430/

保育の現場にもDXは起こる。
データ化が価値を膨らませていく。

画像認識により、
写真で園児と家庭を繋ぐ。
⼯数削減しUXも向上。

体動センサーで実現する
午睡チェックの労⼒軽減
と事故リスクの軽減。

満足度向上、離職率低下の好循環

「関わる人みんなを幸せにするから

DXは進んでいく」

[ D X に ⾒ る A I ・ デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ 活 ⽤ 事 例 ]
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G検定 こんな⼈におすすめ

G検定は、デジタル時代のビジネスに関わる
すべての⼈にオススメしたい資格試験です

A Iでどんなことが
できるのか知りたい

A Iについて
体系的に理解したい

データを活⽤した
新しい企画を考えたい

会社のDXに向けて
リテラシーを向上させたい

DX理解のための
リテラシーを習得したい

便利なデジタルツールの
導⼊・活⽤を進めたい

6

エンジニアと連携を深めたい
I Tベンダーとの協業を
円滑に進⾏したい



G検定 受験者の声

⾦ 融 系 企 業
2 0 代 法 ⼈ 営 業 職

現 役 ⾼ 校 ⽣
1 0 代

ユ ー ザ ー 企 業
2 0 代 企 画 職

製 造 業 系 企 業
3 0 代 D X 推 進 担 当

会 社 の 奨 励 を 受 け て 受 験 し ま し た が 、数学が苦⼿で⽂系職種の私でも合格
で き ま し た 。 学 習 に 詰 ま る 所 も 途 中 い く つ か あ り ま し た が 、前提知識ゼロの⼈でも
2ヶ⽉程度ちゃんと勉強すればクリアできるレベルだ と 感 じ ま し た 。

A I に 興 味 が あ っ た の で 、 体 系 的 に 知 識 を ⾝ に つ け た い と 思 い 、 受 験 し ま し た 。
学 ん で み て 、データ活⽤に関する知識として⾮常に重要だ と 感 じ 、 そ こ か ら
社 内 で G 検 定 勉 強 グ ル ー プ を 作 り 、 学 習 の 輪 を 広 げ て い ま す 。

法 ⼈ 営 業 し て い る 中 で 、 D X 理解のためのリテラシーと し て A I 理 解 の 必 要 性 を 感 じ 、
受 験 し ま し た 。クライアントと同レベルで会話できるようになったこ と で 、
商 談 提 案 な ど の 際 に ⾮ 常 に 役 ⽴ っ て い ま す 。

⾼校⽣で す が 、 A I に 興 味 が あ り 受 験 し ま し た 。 元 々 プ ロ グ ラ ミ ン グ を 学 ん で い て
楽 し か っ た の で す が ⽬ 標 を 持 ち づ ら く 感 じ て い て 、 G 検定は良い⽬標になりました。
わ か ら な い 単 語 が 多 く 初 め は 難 し く 感 じ ま し た が 、 学 習 は 楽 し か っ た で す 。
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G検定 合格者の活躍例

他にも活躍するたくさんの
合格者の様⼦を取材 / 紹介中！Ca s e . 1

C a s e . 2

⾃社で保有する社員クチコミデータ
を活⽤した新しいA I マッチングサー
ビスを社内エンジニアと協⼒して開
発、リリース。⽇本の労働市場に⼀
⽯を投じ、転職・就職の失敗を減ら
すチャレンジへ！

⾏政機関の中で、組織内とまちづく
り両⾯でD Xを推進中。
職員の意識改⾰や勉強会の開催など
を⾏いながら、⾏政機関の持つデー
タを武器に “新価値創造 ”を⽬指す。

（2020#3合格 ⼤澤さん）

（2020#2合格 井上さん）
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G検定 企業における導⼊事例

D X のためのデジタル⼈材育成
事例を紹介するウェビナー企画
も不定期開催中です
（アーカイブも公開中！）

Ca s e . 1 C a s e . 2

16

⼈材区分 全従業員 営業⼈材 企画⼈材 戦略⼈材 開発⼈材

⽬指す
ビジョン

期待する
⾏動変⾰
・

⼈材像

現場起点の
デジタル活⽤で
⽣産性向上

顧客接点で
お客さまのＤＸを
⽀援・共創

デジタル活⽤で
ビジネスの

更なる変⾰・創出

テクノロジー起点の
ビジネス共創と
更なる安定稼働

ＤＸを⽀える
ビジョン・組織

⼈材・インフラ変⾰

最⾼の信頼を通じて、お客さま・社会とともに発展するグローバルソリューションプロバイダー

ＤＸへの余⼒捻出 お客さまのＤＸ 私たちのＤＸ

作る⼈使う⼈

作る⼈だけでなく使う⼈も含めた全従業員デジタル教育を

31

専⾨⼈材
（作る⼈）

専⾨スキル
(船⻑/船⼤⼯)

全従業員
（使う⼈）

応⽤スキル
(上⼿な釣り⽅)

基礎スキル
(⿂の釣り⽅)

リテラシー
(釣り竿って？)

マインド
(釣り楽しい？)

⼈材区分 レベル ⾃⼰学習
（釣り動画・講座）

体験
（釣り堀体験）

継続
（海釣り実践・継続）

相互
（釣り好きのコミュニティ）

「⾯」としてデジタル学習機会を提供し、⾃律的なリスキリングへ

５時間動画 ワークショップ研修

応⽤学習

継続学習アプリ
SNSコミュニティ

デジタルコア⼈材、専⾨⼈材向けの研修コンテンツ

２
３

４

１

５Ｇ検定

Ｅ資格

[ S M B C グ ル ー プ ]
“ D X  o r  D I E ”
D X に 向 け 、 全 社 員 を 対 象 に し た
デ ジ タ ル 教 育 の 中 で 導 ⼊ / 推 奨

[ コ ク ヨ 株 式 会 社 ]
情 報 シ ス テ ム 部 発 、 D X デ ザ イ ン 室
と 共 に 進 め る ⼈ 材 育 成 の 取 り 組 み
の 中 で 、 G 検 定 を 導 ⼊ / 推 奨
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受験資格 制限なし

実施概要 試験時間：1 2 0分
知識問題（多肢選択式・2 2 0問程度）
オンライン実施（⾃宅受験）

出題範囲 シラバスより出題

受験費⽤ ⼀般：1 3 , 2 0 0円（税込）
学⽣：5 , 5 0 0円（税込）
【 再 受 験 の ⽅ 】
受 験 ⽇ か ら 2 年 以 内 の ⽅ は 半 額 （ ⼀ 般 ： 6 , 6 0 0 円 、 学 ⽣ ： 2 , 7 5 0 円 ） で 受 験 す る こ と が で き ま す 。
対 象 者 の ⽅ は 受 験 サ イ ト に て 過 去 に 受 験 さ れ た 際 の I D で ロ グ イ ン し 、 受 験 申 込 い た だ く こ と で 割 引
料 ⾦ が ⾃ 動 で 適 ⽤ さ れ ま す 。
※ 再 受 験 制 度 の 適 ⽤ は 個 ⼈ で の お 申 込 み 時 に の み 有 効 で す 。 団 体 経 由 で の お 申 込 み で は 適 ⽤ 不 可 と
な り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

【 A I  F o r  E v e r y o n e 修 了 者 の ⽅ 】
C o u r s e r a の 受 講 修 了 証 を ご 提 ⽰ い た だ く と 、 G 検 定 を 3 0 ％ 引 き （ ⼀ 般 ： 9 , 2 4 0 円 、 学 ⽣ ： 3 , 8 5 0
円 ） で 受 験 す る こ と が で き ま す 。 詳 し く は G 検 定 試 験 サ イ ト を ご 確 認 く だ さ い 。

G検定 試験概要

詳細な試験情報は
G検定試験サイトにてご確認ください
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詳細なシラバスは
G検定試験サイトにてご確認ください

G検定 シラバス（試験範囲）

⼈⼯知能（ A I）とは（⼈⼯知能の定義）

⼈⼯知能をめぐる動向
- 探 索 ・ 推 論 、 知 識 表 現 、 機 械 学 習 、 深 層 学 習

⼈⼯知能分野の問題
- ト イ プ ロ ブ レ ム 、 フ レ ー ム 問 題 、 弱 い A I 、 強 い A I 、 ⾝ 体 性 、 シ ン ボ ル グ ラ ウ ン デ ィ ン グ 問 題 、

特 徴 量 設 計 、 チ ュ ー リ ン グ テ ス ト 、 シ ン ギ ュ ラ リ テ ィ

機械学習の具体的⼿法
- 代 表 的 な ⼿ 法 （ 教 師 あ り 学 習 、 教 師 な し 学 習 、 強 化 学 習 ） 、 デ ー タ の 扱 い 、 評 価 指 標

ディープラーニングの概要
- ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク と デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ 、 既 存 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 問 題 、
デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の ア プ ロ ー チ 、 C P U  と G P U 、 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の デ ー タ 量 、 活 性 化 関 数 、
学 習 率 の 最 適 化 、 更 な る テ ク ニ ッ ク

ディープラーニングの⼿法
- C N N 、 深 層 ⽣ 成 モ デ ル 、 画 像 認 識 分 野 で の 応 ⽤ 、 ⾳ 声 処 理 と ⾃ 然 ⾔ 語 処 理 分 野 、 R N N 、 深 層 強 化 学 習 ,
ロ ボ テ ィ ク ス , マ ル チ モ ー ダ ル 、 モ デ ル の 解 釈 性 と そ の 対 応

ディープラーニングの社会実装に向けて
- A I プ ロ ジ ェ ク ト の 計 画 、 デ ー タ 収 集 、 加 ⼯ ・ 分 析 ・ 学 習 、 実 装 ・ 運 ⽤ ・ 評 価
- 法 律 （ 個 ⼈ 情 報 保 護 法 ・ 著 作 権 法 ・ 不 正 競 争防⽌法 ・ 特許法 ） 、契約
-倫理 、 現⾏の議論 （ プ ラ イバシ ー 、バイ ア ス 、透明性 、 アカウ ン タビリ テ ィ 、 E L S I 、 X A I 、 デ ィ ー プ フ ェ イ ク 、
ダ イバー シ テ ィ ）
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[ 2 0 2 2 # 1 試 験 に お け る 受 験 者 属 性 ]
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G検定 受験者動向

G検定合格者は、5万名を突破！

年代 合格者数 全体の割合
1 0代 4 6 1 . 1 7 %
2 0代 1 , 5 8 6 4 0 . 4 9 %
3 0代 1 , 1 0 5 2 8 . 2 1 %
4 0代 7 8 1 1 9 . 9 4 %
5 0代 3 4 2 8 . 7 3 %
6 0代 5 3 1 . 3 5 %
7 0代 1 0 . 0 3 %
8 0代 1 0 . 0 3 %
不明 2 0 . 0 5 %
総計 3 , 9 1 7 1 0 0 . 0 0 %

業種 合格者数 全体の割合
ソフトウェア業 6 6 1 1 6 . 8 8 %
情報処理・提供サービス業 8 1 3 2 0 . 7 6 %
コンピュータ及び周辺機器製造または販売業 1 6 6 4 . 2 4 %
農業、林業、漁業、鉱業 4 0 . 1 0 %
建設業 5 9 1 . 5 1 %
製造業 6 9 4 1 7 . 7 2 %
電気・ガス・熱供給・⽔道業 4 1 1 . 0 5 %
運輸・通信業 1 8 3 4 . 6 7 %
卸売・⼩売業、飲⾷店 5 9 1 . 5 1 %
⾦融・保険業、不動産業 5 0 9 1 2 . 9 9 %
サービス業 1 5 6 3 . 9 8 %
調査業、広告業 1 4 0 . 3 6 %
医療・福祉業 3 8 0 . 9 7 %
教育（学校、研究機関） 2 2 0 . 5 6 %
官公庁、公益団体 4 4 1 . 1 2 %
⼤学院⽣ 1 7 0 . 4 3 %
⼤学⽣ 2 8 0 . 7 1 %
専⾨学校⽣ 3 0 . 0 8 %
不明 3 2 7 8 . 3 5 %
無職、その他 7 9 2 . 0 2 %

総計 3 , 9 1 7 1 0 0 . 0 0 %

職種 合格者数 全体の割合
研究・開発 9 3 5 2 3 . 8 7 %
情報システム・システム企画 8 6 0 2 1 . 9 6 %
営業・販売 3 1 1 7 . 9 4 %
企画・調査・マーケティング 2 8 8 7 . 3 5 %
⽣産・製造 2 3 5 6 . 0 0 %
経営・社業全般 5 3 1 . 3 5 %
経営企画 6 1 1 . 5 6 %
総務・経理・⼈事 1 0 6 2 . 7 1 %
学⽣ 3 3 8 8 . 6 3 %
その他 7 1 2 1 8 . 1 8 %
未回答 1 8 0 . 4 6 %

総計 3 , 9 1 7 1 0 0 . 0 0 %



G検定E資格の累計合格者、５万人突破！
日本最大級のコミュニティ
ディープラーニングを「使える⼈」と「作れる⼈」が、
“学び”、“繋がり”、“使ってみる”、ことができる
場を共有することで、ディープラーニングを中⼼とする技術の社会実装を加速。

「E資格」合格後も、「G検定」「E資格」の合格者だけが参加できる
コミュニティCDLEで、継続的な学び、実践を。

イベントやハッカソンなどもたくさん開催されています！
さまざまな情報交換や交流が⽇常的に⾏われ、

13

G検定 合格者コミュニティ
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G検定 オープンバッジについて

G検定の合格者には「オープンバッジ」が付与されます。

オ ー プ ン バ ッ ジ は 、 国 際 技 術 標 準 規 格 「 I M S  G l o b a l  L e a r n i n g  C o n s o r t i u m 」 に 準 拠 し た デ ジ タ ル 証 明 ・
認 証 で す 。 オ ー プ ン バ ッ ジ を 受 領 す る と 、 受 領 者 は ⾃ 分 専 ⽤ の ウ ォ レ ッ ト に 貯 め る こ と が で き 、 画 像 に 埋 め 込 ま れ
た 「 メ タ デ ー タ 」 に よ っ て 、 取 得 し た 資 格 や 習 得 し た 内 容 を オ ン ラ イ ン 上 で 公 開 ・ 送 信 し た り 、 S N S や メ ー ル 等 で
共 有 し た り す る こ と が で き ま す 。

オ ー プ ン バ ッ ジ は 社 員 の 学 習 意 欲 を ⾼ め 、 ⾃ 律 的 ・ ⾃ 発 的 な 学 習 を 促 進 す る 点 、 ス キ ル の ⾒ え る 化 に よ っ て タ レ ン
ト マ ネ ジ メ ン ト や ⼈ 事 評 価 と い う 点 で も 昨 今 注 ⽬ さ れ て い ま す 。

出典：⼀般社団法⼈オープンバッジ・ネットワーク
詳しくは、下記⼀般財団法⼈オープンバッジ・ネットワークのサイトをご参照ください。
https://www.openbadge.or.jp/

[ T w i t t e r や F a c e b o o k 、 L i n k e d i n な ど S N S で 公 開 可 能 ！ ]




